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次代を Create the Next Generation創る
　皆様には、平素より県政各般にわたりご理解とご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。
特に、この３年間は、新型コロナウイルス感染症により、私たちの生活は大きな制限と変化
を余儀なくされ、大変なご苦労とご心痛を受けた方もおられることと思います。また、その
ほかの要因も重なり、経済活動や生活にも大きな影響が出てきている中で、岡山県としても
国の対策に呼応し、地域の実情も踏まえながら対策を講じてきているところです。
　さて、県議会議員の任期もあと僅かとなり、４月には私にとりまして５期目の選挙が間近
に迫っています。「次代を創る」というスローガンを掲げ、これまでの経験を活かし、さらに
活動の幅を広げ、次世代への新たな仕組みづくりをしていきたいと考えていますので、皆様
からの変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

� 岡山県議会議員　中 塚 周 一　

ごあいさつ

社会福祉関係振興議員連盟：事務局長として
福祉関係団体、当事者、福祉人材養成学校等と県政
との橋渡し役として、現場の声を県政に届け実現に
向けて活動しています。
例えば・・・
●�新型コロナウイルス感染症対策
検査体制の充実や感染者が発生した施設への拡大防
止に必要な衛生用品の支給などを実施
●�物価・燃料費高騰対策
医療機関、保育園・こども園・幼稚園、児童養護施
設、障がい者施設、高齢者施設などを対象に「岡山
県医療・福祉施設等物価高騰対策支援金」を予算化

●�福祉・保育人材確保及び育成対策
介護福祉士養成にかかる修学資金貸付事業や離職
者訓練制度の継続実施、保育士修学資金貸付事業の
創設、県保育士・保育所支援センターの充実化、保
育士等キャリアアップ研修の多様なニーズに対応で
きる体制づくり

議員連盟活動



教員の確保対策
　人口の減少による人材不足は、教育の世界でも課
題だ。病気や出産などによる代替教員が年度途中で
確保できないなど、現場には深刻な状況があり、保
護者の中でも不安感が広がっている。教員の確保に
は、県全体として、あらゆる手段を講じて取り組ん
でいく必要があると考えるが所見を伺いたい。

教員を志望する学生を集めての研修会や、現職
教員が大学へ出向き教職の魅力を伝える座談会

等を通じて優秀な人材の確保に努めるとともに、SNS
等を活用した情報発信にも取り組んでいる。また、教
員加配の充実を国に働きかけるとともに、教師業務ア
シスタントや部活動指導員の配置を拡充するなど、教
育体制の整備に取り組んできており、引き続き取り組
んでいく。

学校部活動の地域移行について
　学校部活動の地域移行については、生徒にとって
望ましいスポーツ・文化芸術環境を構築する観点と、
学校の働き方改革を進める旨が指摘されており、国

の示すスケジュールでは、令和５年度から休日の学
校部活動の段階的な地域移行を全国で進めることと
なっている。
（１）今後のかたち
　学校部活動の今後のかたちについて、「休日の部
活動を段階的に地域移行する」ことと「合同部活動の
推進」の２点に絞ったかたちで研究を進めているが、
平日の指導を地域の指導者やスポーツクラブに委ね
ることは無いのか。

まずは、休日の段階的な地域移行を進め、平日
については、今後、休日における地域移行の進

捗状況等を検証したうえで、さらなる改革を推進する
必要があると考えている。

（２）指導の連携
　平日の指導は、これまで通り先生が行い、休日の
み地域の指導者が行うことになると指導の齟齬、温
度差が生じ、生徒に混乱が起こりうる可能性もある
と考えるが、どのように対応するのか。

地域移行が進み、休日は地域のスポーツ・文化
活動となった場合、休日の活動は学校管理下で

はなくなるが、必要に応じて、情報共有を行うなど連
携を図っていく必要があると考えている。

合同部活動移行の判断
　合同部活動の場合は、生徒数の少ない学校、もし
くは所属部員数が少ない学校部活動が他校と合同す
るケースだと思うが、その基準は示されるのか、あ
るいは近隣校同士の判断で行われるのか。

一般質問
令和4年11月議会

※質問内容を抜粋して掲載しています。※質問内容を抜粋して掲載しています。
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大会参加にかかる合同チーム編成の規程は、県
中体連等から示されているが、合同で活動する

ための基準は無い。生徒が希望するスポーツ・文化活
動を行う選択肢が増えるよう、各学校において実態に
応じて適切に判断するものである。

消防団の充実強化について
　地域防災力を担う消防団の現状と課題として、①
団員数の減少、②団員の高齢化、③被雇用者団員（サ
ラリーマン団員）の増加による平日の日中に活動で
きる団員が限定的になってきていることなどがあ
る。こうした中、消防団は火災などの消火活動だけ
でなく、近年、多発するようになった自然災害時の
警戒活動や避難誘導、救助活動など多様な役割が求
められるようになっている。
　消防団を維持、充実、強化していくためには、Ｏ
Ｂ団員をはじめ、土木職、船や水上バイクなどを仕
事で扱っている職種の人などを活用し、機能別消防
団員・分団制度、大規模災害団員制度を積極的に導
入することが望ましい。そのためには、市町村任せ
ではなく、県が、導入事例等を示し、リードしてい
くことが大切だが所見を伺いたい。

機能別の団員や分団、大規模災害団員の制度は、
特定の消防団活動に限定して従事するものであ

ることから、団員確保につながりやすいメリットがあ
る。ＯＢ団員や専門職種の活用も、消防団活動の充実

強化を図るうえで有益と考えており、今後、こうした
活用事例や導入時のポイント等を積極的に情報提供す
ることにより、制度の導入を促したい。

認知症予防について
　昨年6月、アメリカで『アルツハイマー型認知症
治療薬』について、条件付きで承認申請が認められ、
日本でも認知症治療薬の承認申請がされ期待が高ま
っている。ただし、薬の効果が確認され承認された
としても、大事なのは、本格的な認知症になる以前
に適切に診断を受け、認知症の予備軍である段階か
ら治療を受けること。つまり、軽度認知障害を早期
発見することが重要となる。
　健常時から気軽にチェックできる環境をつくり、
健康診断時の検査を推奨することや、物忘れチェッ
クの判断ツールを様々な機会や媒体を通じて啓発す
ることが大切だがいかがか。

健康診断時の検査については、未だ、健診項目
に導入するとの判断がないことから、引き続き

国の動向を注視することとし、物忘れチェックについ
ては、早期発見・早期対応につなげることが期待でき
るため、今後、判断ツールの作成を検討し、気軽にチ
ェックできる環境づくりを進めていく。

認知症予防認知症予防についてについて

防災防災についてについて
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なぜMCI段階での早期発見が重要なのか?

認知症治療薬で予防 参考：「認知症ねっと」
予防

※上記のほかにも、学校部活動を地域に移行するにあた
り「受け皿となる団体と指導者となる人材の選定」をはじ
め「保護者の負担増軽減と財源」や「移行にかかる市町村
との連携」などについても質問した。
　これらについては、令和5年度から国の予算措置による
人材バンクの設置や負担軽減支援が予定されていたが、
試行的な取り組みをさらに深めていくことから延期とな
る見通し。市町村との連携については、県による推進計
画により具体的な取り組み方針を示し、市町村と一体と
なって取り組みを進めていくこととなる。



外国人材・留学生支援推進議員連盟：会長として
生産労働人材不足の課題がある中、地域経済の維持・発展に
は、外国人材・留学生を受け入れ、彼らが安心して生活し、活
躍できる社会を実現していく政策が必要です。
● 関係団体の方との意見交換や勉強会を重ね、役員でワーク
ショップにより課題と解決策の整理を行い、条例制定に向
けて協議を重ねているところです。

自民党岡山県連 遊説局長として
令和4年6月公示～7月投開票の参
議院議員選挙において、自民党街宣
車あさかぜで県内各地を遊説、ま
た、自民党総裁・岸田総理来岡の際
には、力強く司会を務めさせていた
だきました。

　橋本 岳 衆議院議員を支援する保育
関係後援会・育岳会の総会で岡山県に
おける子育て支援策について取り組
んでいること。現場の声をもとに予算
化された政策などについてお話しさ
せていただきました。

TVTV番組出演番組出演

　子育て支援をテーマに①「結婚、妊娠・
出産の希望がかなう環境の整備」、②「乳
幼児期における教育・保育の充実」、③「き
め細かなサポートが必要な子どもや家庭
への支援」、④「ワークライフバランスと
子育てにやさしい環境づくり」について、
県政の取り組みや課題についてお話しさ
せていただきました。

岡山県議会リポート～子育て支援　おかやまに生まれてよかった～
令和4年11月19日　RSK山陽放送

議員連盟活動

自民党岡山県連遊説活動 岡山県の子どもの
未来を考えると題し講演

参院選　岸田総理、小野田きみ参院議員（候補）と

参院選　自民党街宣車あさかぜ
での遊説活動



走り続ける中塚周一 委員会視察調査

総務委員会／防災・環境対策・スポーツ振興特別委員会
令和4年度所属委員会

〈ミサキアエル〉
空き店舗を拠点利用して協働
まちづくり事業を進めている

〈東京都防災計画課〉
災害時対応・避難計画である
「東京マイ・タイムライン」の
取り組みについて調査

〈茨城県産業政策課〉
eスポーツによる産業創造プ
ロジェクトについて聞く

〈熱海市伊豆山地区〉
熱海市の土石流災害にかかる
災害時の状況と復旧工事につ
いて視察

〈浜岡原子力館〉
原子力発電所の安全対策強
化状況について視察

〈ふるいち二川マンガ館〉 
旧校舎をマンガ館に改装し、
地域交流の拠点として活用

〈梶並地区お試し住宅〉
空き家、お試し住宅の管理と
定住促進について視察

〈COTOYADO〉 
地方創生テレワーク交付金を
活用したサテライトオフィス
を視察

県内調査
〈ヘルスピア倉敷〉
国民スポーツ大会冬季大会の
会場候補であるヘルスピア倉
敷を視察

〈末政川〉
真備緊急治水対策の末政川堤
防工事状況を現地調査

〈二万仮設団地〉
平成30年豪雨災害被災者仮
設団地を視察（令和4年末まで
に仮設住宅避難者は、皆さん
退去することができた）

県外調査

県外調査

〈長野県庁〉
信州回帰プロジェクトの展開
について長野県庁で聞く

〈しなの鉄道〉
並行在来線（地方鉄道）しなの
鉄道の運営状況について聞く

〈無言館〉
戦没画学生慰霊美術館「無言
館」の設立と取り組みについ
て視察（24時間テレビのドラ
マとしても取り上げられた）

〈高蔵寺ニュータウン〉
先導的モビリティ・自動運転
自動車の試行について視察

〈減災連携研究センター〉
減災研究にかかる人材育成と
地域連携について視察

岡山のために
日々勉強 !!

次代次代のの岡山岡山ををつくるためにつくるために

総務委員会

防災・環境対策・スポーツ振興特別委員会

総務委員会

県内調査

防災・環境対策・スポーツ振興特別委員会

美咲町

長野県

長野県

長野県

愛知県

愛知県

東京都

茨城県

静岡県

静岡県

真庭市

美作市

津山市



県政の動き等を素早くお知らせしています。
皆様からのアクセスお待ちしています。

●�後援会事務所（玉島勇崎1044-4）には統括・内田光則が常駐しています。
　ご連絡は　電話086-528-2244
●この「ブリッジ」について　ご意見、お問い合わせは後援会事務局　編集長　虫明正雄まで

http://nakatsukashuichi.com/

中塚周一ホームページ

年間活動報告中 塚 周 一 
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総
務
委
員
会
県
外
調
査

　
総
務
委
員
会
／
自
民
党
政
務
調
査
会

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会
／
社
会
福
祉
振
興
議
連
×
社
会
福
祉
経
営
協
懇
談
会

防
災
・
環
境
対
策
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
会

※県議会等の主な公務のみを掲載

2023年
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

5
日
17
日
18
日
19
日
22
日

26
日

29
日
30
日

3
日
10
日
11
日
15
日
17
日
24
日
25
日
29
日
11
日
13
日
15
日

18
日

22
日
28
日
30
日

7
日

8
日

9
日
13
日
15
日

16
日

21
日
13
日
25
日
26
日
29
日

2
日

7
日
10
日
15
日
16
日
20
日
22
日
14
日
15
日
19
日

岡
山
県
議
会
9
月
定
例
会
開
会
／
地
域
公
共
政
策
研
究
会
幹
事
会

　
　
　
中
塚
周
一
後
援
会
地
区
長
会
議

　
　
　
備
中
神
楽

　
　
　
敬
老
祝
賀
会

　
　
　
防
災
・
環
境
対
策
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
会

　
　
　
総
務
委
員
会
／
シ
ー
ガ
ル
ズ
岡
山
県
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
総
会
／

　
　
　
社
会
福
祉
議
連
×
保
健
福
祉
部
意
見
交
換
会

岡
山
県
議
会
９
月
定
例
会
閉
会

中
塚
周
一
杯
ゴ
ル
フ
大
会

防
災
・
環
境
対
策
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
会
県
内
調
査

マ
ー
チ
ン
グ
・
イ
ン
・
オ
カ
ヤ
マ

防
災
・
環
境
対
策
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
会
県
外
調
査

総
務
委
員
会
／
県
政
広
報
Ｔ
Ｖ
収
録

社
会
福
祉
振
興
議
連
×
社
会
福
祉
経
営
協
報
告
会

総
務
委
員
会
／
自
民
党
政
務
調
査
会

自
民
党
政
務
調
査
会

中
塚
周
一
後
援
会
総
会

自
民
党
政
務
調
査
会

玉
島
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
物
産
展

総
務
委
員
会
／
各
種
団
体
予
算
陳
情
受
け

総
務
委
員
会
／
介
護
福
祉
士
養
成
校
議
長
陳
情
同
行
／

自
民
党
政
務
調
査
会

防
災
・
環
境
対
策
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
会

中
塚
周
一
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

岡
山
県
議
会
11
月
定
例
会
開
会
／
が
ん
対
策
議
連
勉
強
会
／
15
年
表
彰

　
　
　
総
務
委
員
会

　
　
　
総
務
委
員
会

　
　
　
外
国
人
材
・
留
学
生
支
援
推
進
議
員
連
盟
役
員
会

　
　
　
防
衛
議
員
連
盟
／
総
務
委
員
会

　
　
　
防
災
・
環
境
対
策
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
会

　
　
　
総
務
委
員
会
／
自
民
党
政
友
会
×
中
国
電
力
勉
強
会
／

　
　
　
高
校
生
議
会

岡
山
県
議
会
11
月
定
例
会
閉
会
／
地
域
公
共
政
策
セ
ミ
ナ
ー

総
務
委
員
会
／
自
民
党
政
務
調
査
会

総
務
委
員
会
／
自
民
党
政
務
調
査
会

自
民
党
政
務
調
査
会
／
防
災
・
環
境
対
策
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
会

中
塚
周
一
後
援
会
事
務
所
開
き

総
務
委
員
会
／
自
民
党
政
務
調
査
会

予
算
総
括
協
議
会
／
自
民
党
政
務
調
査
会

北
方
領
土
返
還
要
求
岡
山
県
民
大
会

総
務
委
員
会
／
自
民
党
政
務
調
査
会

自
民
党
政
務
調
査
会
／
防
災
・
環
境
対
策
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
会

岡
山
県
議
会
２
月
定
例
会
開
会

　
　
　
看
護
議
員
連
盟
×
岡
山
県
看
護
連
盟
勉
強
会

　
　
　
防
災
・
環
境
対
策
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
特
別
委
員
会

　
　
　
総
務
委
員
会

岡
山
県
議
会
２
月
定
例
会
閉
会

▲川崎医療福祉大学
　弓道部師範引継式

▲敬老祝賀会

▲�参院選候補者�
応援活動

▲�マーチングインおか
やま

▲�倉敷笠岡線玉島工区�
開通式

▲�15年表彰

▲�パラアーチェリー大江
選手を応援する会

▲�育岳会総会

▲�後援会地区長会議

▲�中塚周一杯グラウンド
ゴルフ大会

▲�備中神楽挨拶

▲�事務所開き

▲�玉島ハーバーフェス
ティバル入港歓迎式

▲�中塚周一杯ゴルフ大会

facebook TwitterHP


